


























シブル ･アリゲータ紺子 (TypeL (FK-480L),
富士写真光機株式会社)を用いて透視下で経口的
に釣 り針を摘出した｡釣 り針には11.4cmのテグス
1)岡山大学医学部寄生虫学教室
2)斎藤獣医科病院
3)岡山大学医療技術短期大学部一般教育
糸がついていた｡その後,全身状態が好転せずい
ったん帰宅させ様子をみた｡当日,堰吐があり胃
液とともに体長3.1cmのチチブを吐出したが,これ
には釣 り針はついていなかった｡術後 2日を経過
し,優も正常に近 くなったため駆虫を開始した｡
駆虫にはプラジカンテルpraziquantel(ドロンシ
ット,バイエルジャパン株式会社)を30mg/kg皮
下注射した｡駆虫後の便より成虫を得て有害異形
吸虫Heterophyesheterophyesnocensと鑑定した｡
治療効果判定のためEggsPerGram (EPG)を算
定したところ,投薬日には750EPGであったもの
が3日後にはOEPGになり,その後10日目,16日
冒,30日目もOEPGであったので陰転したもの
と判定した｡
考 察
患猫は広島県と岡山県の県境付近で飼育されて
おり,かなり広範囲に行動して釣 り人の捨てた-
ゼ,チチブ,イワシ,ママカリ,イナなどの魚を
しばしばくわえて帰っていた｡これら瀬戸内海沿
岸の特に-ゼやイナには有害異形吸虫のメタセル
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森重 和久他
カリアが寄生している1,2)｡駆虫薬のプラジカンテ
ルは多くの犬,猫の吸虫症において駆虫効果が認
められている3)がEPGから推察して猫の有害異
形吸虫症にも効果的であった｡投薬により虫卵が
変形するといわれているが,今回の測定では左右
対称で変形卵はほとんどみられなかった｡また釣
り針の摘出には外科的な手術が必要かと思われた
が,幸い針は胃壁にはささっておらず紺子を用い
ることによって経口的に取り出すことに成功した｡
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